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３ はじめの言葉

４ 情報社会を考える その 106

情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか 編集部

安倍外交の危うさ

虚々実々の外交舞台とは言え、安倍首相が最高の蜜月状態にあるとする米国トランプ大

統領の一挙手一投足に振り回されている。国内問題でほとんど実績を示し切れない政府と

しては、外交舞台で成果をアッピールしたいところのようだが、ことごとく空振りしてい

る。

①ロシアとの平和条約の締結、北方領土の返還、経済協力の推進、

②北朝鮮からの拉致被害者奪還、

③韓国との慰安婦／徴用工問題など戦後処理問題の総仕上げ確認、

④米国からの軍事装備の購入、沖縄の辺野古問題、国防体制の整備問題、

など、国民が納得できるレベルでの成果は上げ切れずにいる。

とてもではないが、外交成果と言えるものは、何一つない。

６ デジタルガバメント DG18

デジタル政府の展開 番外編 2 水田 浩

デジタル化は人々の生活の質を向上させる。 2018 年 1 月 16 日に日本政府もデジタルガ

バンメント実行計画を e ガバンメント閣僚会議で決定した。この計画は､28 年 1 月 16 日

から 2023 年 3 月 31 日までの計画である。 2018 年上半期を目途に各府省庁における中長

期の戦略的な計画を策定をする。電子政府は ICT を使って政府側から国民に行政サービス

をより早く、より安く、より良くするのが目的だがデジタルガバンメントは顧客（国民、

企業、職員）側から政府の行政サービスを探し易く、繋がりやすく、何時でも何処からで

も誰でも使えることを目的としている。

１２ 連載 アーキテクチャ論 （ 99）

DXレポートの要点 山本修一郎

国立大学法人 名古屋大学 大学院 情報学研究科 教授

本連載 90 回で DX レポート～ IT システム「 2025 の崖」の克服と DX の本格的な展開

～について、 DX 推進システムガイドライン、見える化指標、 IT システム構築における

コストリスク低減策を説明した。しかし、 DX レポートの背景などについては紹介してい

なかった。
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9 月に「 DX レポート」が公開されてから、国内での反響は大きく、デジタル変革関係

のセミナーが大盛況になっている。そこで今回は、 DX レポートの背景や DX の定義、段

階的な DX 期間など、 DX レポートを読み解く上での要点を解説する。

１８ 連載 情報システム考

企業情報システムの変遷と行方 第 22回 Dr.ベスト

昨今、クラウド、ビッグデータ、 AI などをベースとした情報システムが社会的規模で

普及する中、それらのシステムを各企業規模すなわち自社（社員）レベルでコントロール

できない状況へと進展している。換言すれば、「情報システムのコントロール不可、すな

わちアウトソーシング依存現象」である。企業にとって情報システムは、企業の神経／血

液そのものであり、コンサルタントや弁護士に限定された範囲での業務を委託したり、物

流や警備をアウトソーシングするような対象のものではないはずである。

２３ IT新時代とパラダイム・シフト

第 116回 米中の 5Gを巡る覇権争いが本格化 根本忠明

2019 年は 5G 元年と呼ばれ、移動通信主要国の先陣争いが凄まじい。 5G は IoT の通信

インフラ基盤と期待されているからである。特にインターネットを巡る米中の覇権争いが

本格化している。 4G 時代まではアメリカが主導権を握ったが、 5G 時代は中国が覇権獲

得をめざしている。日本は蚊帳の外にいるだけでなく、米中の覇権獲得競争に巻き込まれ

ようとしている。米中の 5G を巡る覇権競争を軸に、これまでの経緯を整理してみたい。

２６ 続インテリジェンスへのいざない 113

改めて確認したい情報管理サイクル 今井 武

真偽の情報氾濫の中で

フェイクニュースなどの偽情報が、社会的な害を与えている。これに対処し、データの

事実性を確保するためのファクトチェックやデータの出所を明らかにすることなどを検討

し、偽情報への法的規制の拡大などが議論されているらしい。しかし、このような対処法

は完全には機能しない。最大の理由は、偽情報が出回ってからの対処になるからだ。望む

べくは、予防対策こそが必要なのだ。考えてみれば、洋の東西の歴史になかで、偽情報に

よって歴史が変わったことは多い。戦物語では、相手をかく乱する偽情報の例は多い。作

り話の度合いは大きいが、中国の三国志の中で名軍師諸葛孔明の軍略にも多く見られる。

２８ 連載 「まるで漫画」シリーズ すぎやまチヒロ

（毎週アップデートされる「まるで漫画シリーズ」 ホームページをご覧下さい。）
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案内／お知らせコーナー

セミナー／講演会の講師紹介

ユーザー会/各種研究会/勉強会における

セミナー/講演会での講師をご紹介致します。

クラウドサービス導入前のチェックポイント

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか

レガシーマイグレーションの進め方と留意点

これからの企業情報システム構築のポイント

これからの金融情報システムの課題

役に立つ情報管理の実践と課題

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方

リポジトリーベースのシステム資源管理

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方

など 各種カウンセリングも承ります

ご質問／何でも相談は下記まで

株式会社 日本経営科学研究所

ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部

cr-info@jmsi.co.jp
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CR選書のご案内


